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特集 ・障害学生支援

フ
ラ
ン
ス
で
は
〇

・
三
二
％
で
あ
る
。
第
二
に
、
国
の
差
別
禁
止
政

策
に
由
来
す
る
傾
向
で
あ
る
。
世
界
に
先
駆
け
て
強
力
な
法
的
拘
束

力
を
持

つ
A
D
A
を
制
定
し
た
米
国
の
高
等
教
育
は
、
機
関
に
よ
る

個
々
の
支
援
内
容
に
違

い
は
あ

っ
て
も
、
総
体
と
し
て
の
支
援
シ
ス

テ
ム
に
お
い
て
は
世
界

一
の
水
準
を
持

っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
欧
州
の

障
害
者
差
別
禁
止
関
連
の
法
律
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は

一
九
九
〇
年
、

英
国
で
は

一
九
九
五
年
、
ド
イ
ツ
は
二
〇
〇
二
年
に
制
定
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
法
令
を
持
つ
国
で
は
財
政
援
助
も
確
立
さ
れ
、
障
害
学
生

の
増
加
は
顕
著
で
あ
る
。

一
方
、
ス
イ
ス
の
よ
う
に
法
令
が
欠
如
し

て
い
る
国
で
は
、
高
等
教
育

へ
の
進
学
が
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
な
い
の
で
、
九
〇
％
以
上
の
障
害
学
生
が
必
要
な
支
援
を
受
け
ら

れ
な
い
状
況
に
あ
る
。
第
三
に
は
、
大
学
に
お
け
る
支
援
シ
ス
テ
ム

や
内
容
に
関
連
し
た
傾
向
、
第
四
に
は
大
学
卒
業
後
の
社
会
の
受
け

入
れ
体
制
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

日
本

の
現
状
を
振
り
返
る
と
、
分
離
教
育
が
主
流
で
あ
り
、
差
別

禁
止
法

は
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
学
に
お
け
る
支
援
シ
ス
テ
ム
も

個
々
の
大
学
が
個
別
に
奮
闘
す
る
の
み
で
、
国
家
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。
数
が
少
な
い
ゆ
え
に
大
学
を
卒
業
し

た
障
害
者
が
職
場
で
働
く
姿
が
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
扱
わ
れ
る
状
況
で

あ
る
。

一
方
で
、
日
本
の
大
学
の
教
育
や
研
究
水
準
を
世
界
水
準
の

上
位
に
押
し
上
げ
る
こ
と
の
重
要
性
が
さ
か
ん
に
叫
ば
れ
て
い
る
。

障
害
者

へ
の
高
等
教
育
の
充
実
は
、
世
界
的
潮
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

E
U
は
大
学

の
障
害
者
支
援
を

一
定

の
水
準
に
引
き
上
げ
る
た
め

に
、
十
数
年
の
歳
月
と
膨
大
な
予
算
を
か
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

日
本
の
大
学
の
国
際
化
を
考
え
た
場
合
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
米
国
、

カ
ナ
ダ
、
豪
州
、
E
U
と

い
っ
た
先
進
諸
国
の
大
学
と
の
問
に
、
障

害
者
支
援
や
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で
ま
す
ま
す
大
き
な
格
差
が
生

じ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
後
発
と

い
わ
れ
る
E
U

の
取
組

の
中
か
ら
、

日
本
の
高
等
教
育

の
障
害
学
生
支
援
は
多
く
の
こ
と
が
学
べ
る
と
思

、
つ

。
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許

諾
を

得

て
、

日
本
語

化
し

た

デ
ー

タ

ベ
ー

ス
は

、

に
記
載

さ

れ

て

い
る

の

で
参

照

い
た

だ
き

た

い
。
そ

れ

ぞ
れ

の
国

や
地
域

の
情
報

は

、
そ

の
国

の
言

語

で
書

か
れ

て

い
る

が
、
英

語

で
翻

訳
さ

れ
た

頁
も

用
意

さ

れ

て

い
る
。

◆
北
海
道
地
区
就
職
指
導
担
当
職
員
研
修
会

主

催
：
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

協

力
：
国
立
大
学
法
人
北
海
道
大
学

開
催
日
時
：
平
成

一
六
年

一
〇
月
七
日
～
平
成

一
六
年

一
〇
月
八
日

会

場
：
北
海
道
大
学
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ハ
ウ
ス

エ
ン
レ
イ
ソ
ウ

参
加
機
関
：

大
学

参
加
人
数
：

一
七
名

　
初
日
に
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
学
生
支
援
課

・
辻
邦
章
職
員
よ
り

「就
職
指
導
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」
、
続
い
て
株
式
会
社
き
の
と
や
代
表

取
締
役

・
長
沼
昭
夫
氏
よ
り

「中
小
企
業
経
営
者
か
ら
見
た
企
業
が
期

待
す
る
人
間
像
」
と
題
し
た
講
演
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
後
、
二
班
に

分
か
れ
て

「就
職
支
援
業
務
の
現
状
と
諸
課
題
」
に
つ
い
て
、
助
言
者

を
交
え
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
二
日
目
は
、
初
日
と
同
様
に
二
班
に
分
か
れ
て

「学
生
の
就
職
意
識

（職
業
観
）
の
育
成
」
に
つ
い
て
助
言
者
を
交
え
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
の
ち
、
北
海
道
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長

・
徳
田
昌
生
先
生
よ
り

「ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
お
け
る
就
職
支
援
体
制
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ

れ
、
午
後
か
ら
は
、
恵
庭
市
に
あ
る

「ク
ロ
ー
バ
ー
電
子
工
業
株
式
会

社
北
海
道
工
場
」
を
訪
問
し
、
企
業
視
察
が
行
わ
れ
た
。

◆
東
北
地
区
就
職
指
導
担
当
職
員
研
修
会

主

催
：
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

協

力
：
国
立
大
学
法
人
福
島
大
学

開
催
日
時

U平
成

一
六
年

一
〇
月
七
日
～
平
成

一
六
年

一
〇
月
八
日

会

場
：
福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

参
加
機
関
：
一
二
校

（大
学

・
高
等
専
門
学
校
）

参
加
人
数
：

一
四
名

　
初
日
に
中
央
大
学
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
副
部
長

・
杉
本
光
子
氏
か
ら

「中
央
大
学
に
お
け
る
就
職
支
援
に
つ
い
て
」、
文
部
科
学
省
高
等
教
育

局

・坂
本
秀
敬
地
域
交
流
推
進
係
長
か
ら

「就
職
指
導
の
諸
問
題
に
つ
い

て
」、
株
式
会
社
東
邦
銀
行
人
事
部
調
査
役

・小
田
桐
靖
氏
か
ら

「企
業
が

求
め
る
人
材
と
採
用
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を
そ
れ
ぞ
れ
し
て

い
た
だ
き
、
日
本
学
生
支
援
機
構
学
生
生
活
部
就
職
支
援
課

・千
葉

一
正

就
職
情
報
係
長
か
ら
日
本
学
生
支
援
機
構
の
概
要
説
明
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
後
、
二
班
に
分
か
れ
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

二
日
目
は
、
株
式
会
社
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
東
北
支
社
主

任

・
辻
川
潤

一
氏
か
ら

「キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
は
何
か
」
と
題

す
る
講
演
の
の
ち
、
初
日
と
同
様
に
二
班
に
分
か
れ
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。




